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I
　私は，昨年（昭和62）の7月7日から21日までの15日問，加藤一郎成域学園
長の率いるr日本『民法・環境法』学老訪中団」の一員に加えて頂き，二度目
の中国訪間を終え無事帰国した。一昨々年11月の最初の中国訪間から数えると
約1年半ぶりの今回の訪中は，季節も夏の盛りに加え，訪問地も日中の温度が
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優に40度を越すというトルファンを含む西域ゆえ，なによりも酷暑との戦いで
あったが，NHKテレビのシルクロード・シリーズで広く日本中に知れわたっ
た地域を親しく見聞できたのは，なによりの収穫であった。そこで以下，旅の
印象を中心に，保険の話をまじえなカミら，本誌に旅行記を執筆させて頂くこと
とした。お読み頂けれぱ誠に幸いである。
?
　訪中一圓目〔昭和62年7月7日（火）〕
　今日はいよいよ我々「日本’r民法・環境法』学者訪中団」が日本を発つ日で
ある。前述したとおり，団長は，前回訪中時（1985年11月）と同様，成城学園
長の加藤一郎元東大総長，秘書長も前回と同じ東京都立大学の野村好弘教授，
団員は総勢14名で，うち10名は学者，3名は弁護士，残る1名は損害保険の実
務家という陣容である。大体の旅程は，成田→北京→ウルムチ→トルファソ→
敦煙→蘭州→上海→成田ということで，所要日数は15日間（7月7日～21日）
であった。この旅程からも推察されるように，今回の訪中の最大の目玉は，い
わゆるシルクロードの実地見学で，私が今回の訪中団への参加を決意したのも，
敦煙莫高窟に代表されるシルクロードの風物を実地に見聞してみたいとの熱い
思いからであった。そして同じ思いは，今回の訪中に参カ目された多くの人が等
しく抱いていたと思われる。
　10時成田発の目本航空781便に乗るため，家を7時半頃に出発。8時半頃成
田空港に到着。訪中団の待合所と決められていた空港北ウイング4階3号室に
行き，団の皆さんと合流する。加藤，野村の両先生のほか，森島昭夫（名古屋
大教授），浅野直人（福岡大教授），柳憲一郎（北海学園大講師）の諸先生とは
既に顔なじみであるが，それ以外の人々とは今日が初対面であり，お互いに名
刺を交換して初対面の挨拶を交わす。
　団長の加藤先生は団の中では最年長であるにも拘らず，いつもどおりの明る
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さと元気さで，出発に当って簡単な挨拶をされる。そのなかで，今日7月7日
は日中戦争の火蓋となったr盧溝橋事変」の満50年の記念日に当ること，その
意味からも，現在日中問で懸案となっているr光華寮間題」について，中国側
から何か意見の開陳があるかも知れたいので，団員諸君もその積りで臨むよう
に，とのご注意があった。この加藤先生の予感は見事に的中する結果となるの
だが，その点は追々触れることにしよう。
われわれ訪中団一行14名を乗せたJAL781便は10時12分に新東京国際空港
を発ち，一路北京を目指す。
　午後2時10分に懐かしの北京国際空港に到着。上空から見た北京の景色は，
前回（1985年11月）来たときとは大違い。前回は11月の半ぱであったせいか，
全体が茶色一色の砂漢のような印象であったのに，今回は盛夏のせいか，よく
耕された田畑や樹々の緑が美しい素敵な印象の北京であった。
　北京空港には，私もすでにお顔を存じ上げている中国杜会科学院の諸先生，
たとえぱ，王淑文法学研究所長，王家福同研究所教授，干敏同研究所研究員，
白国棟同外事局職員などの方々が出迎えて下さり，出口で「二一ハオ」と握手
が忙しく交換される。その最中，一人の日本の方が私に近付き，「鈴木さんで
すね」と確かめてから，名刺と封筒を渡される。名刺を見ると「日本国際貿易
促進協会・北京事務所　岩井　実」とあり，封筒の中身は明目に予定されてい
る中国人民保険公司との会見の招待状だという。私も，それを聞いて合点がい
った。というのは，今回の旅行に際して，中国の保険事情をより詳しく知りた
いと思い，目本損害保険協会の塙善多副会長に中国人民保険公司との会見の韓
旋を依頼してあったからである。ただそれにしても，これまで一度もお会いし
たことのない岩井さんになぜ私カミ鈴木と分ったのか，この点は今もって謎のま
まである。
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III
　ホテルの部屋に落着くや直ちに，当時交換教授として北京大学に滞在中であ
った横山宏先生（中国経済専攻）にお電話。幸い一発で通じる。聞けぼ電話が
あると思い朝から待機してくださっていた由。当方大いに恐縮。まず無事に着
いたことを告げ，かつ明日の中国人民保険公司との会見にご同道下さるようお
願いする。先生から快諾のご返事を頂き，大安堵。中国語がぺらべらの先生が
ご一緒してくだされぽ，明日の会見は成功間違いなし明朝8時20分にホテル
ー階のロビーで落合うこととなる。
　6時頃，全員がマイクロバスに乗り，天安門に近い「人々大酒楼」に行㍍
中国一の法律家で，中国杜会科学院法学研究所顧間でもある張友漁先生主催の
招宴に出席のためである。人々大酒楼は昨年（1987年）6月16目にオープソし
たぱかりというだけあって，内装も美しく，服務員である少女たちのサービス
もきびきびしていて気持がよい。同招宴には，張先生のほか，中国杜会科学院
の多くの先生方が出席された。すなわち，前述の王淑文，王家福，子敏，白国
棟の諸先生のほか，王剛（外事局副局長），張国維（外事局アジア・アフリカ
処長）ほかの方々である。以上の方々のうち，張友漁先生をはじめ数人の方々
とば前回の訪中時にお会いしていてすでに顔馴染みゆえ，招宴は和やかに始ま
る。
　初めに，招待考側を代表して張先生から心暖まる歓迎の挨拶があって乾杯。
ついで，日本側を代表して，団長の加藤先生が答礼の挨拶をされて乾杯。その
際加藤先生が挨拶の中で，いま日中間の懸案となっている「光華寮問題」に言
及されたのを受けて，張先生が再び立って，この問題に対する中国側の考え方
を詳細に述べられたのは極めて印象的で，中国側のこの間題に対する取組みの
真剣さを端的に示す形となった。しかL，宴そのものは極めて和やかに進行L，
日中法学老の友好のきずなの堅さを再確認させるものであった。宴席に出た，
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五糠液という名の四川産の白酒の美味しさを，今も懐かしく思い出す。
IV
　訪中二日目〔7月81ヨ（氷）〕
　この目も北京の空は雲一つない快晴である。訪中団としての今日の予定は，
午前中が中国杜会科学院法学研究所の先生方との学術交流座談会，午後は北京
大学法学系との座談会であったが，私自身は加藤一郎先生の特別の許可を頂い
て，今日一日は完全に自由の身であった。それは一つには，かねて予定の中国
人民保険公司との懇談のためであり，いま一つは早稲田大学の交換教授として
丁度北京大学に滞在中であった同じ学部の横山宏先生と，久し振りの北京を心
ゆくまで味わうためであった。
　前日の電話での約東の通り，朝の8時20分に宿舎である長城飯店（長城シェ
ラトンホテル）の一階ロビーで横山先生と落合い，タクシーで天安門近くの中
国人民保険公司の事務所を訪ねる。有難いことに，門前には数人の方が我々の
到着を待っていて下さり，直ちにビル内に案内される。随分と大きく，かつ冷
房の利いた部屋で，まず双方の紹介から始まる。人民保険公司側は王祝平さん
という日本語が大変お上手な女性職員を用意していて下さった。お陰で，会談
は王さんの澱みのない日本語でスムーズに始まる。
　公司側出席考は，同公司人身保険部総合処副経理の上述の王祝平さんのほか，
同公司保険研究所副所長の叶突徳先生，同研究所条法処副処長の王建先生と同
研究員の李建智先生の四名で，冒頭まず叶先生から中国人民保険公司について，
大要次のようなお話があった。以下お聞きした点を箇条書の形で紹介したいと
思う。
V
1．中国人民保険公司は1949年10月20目に成立した。中華人民共和国の成立
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が同年10月1日であるから，同公司は文字どおりその直後に成立したことにな
る。解放前の中国には外国の保険会杜と個人経営の保険会杜が数多く活動して
いたが，中国人民保険公司はこの基礎の上に成立したものであるとい㌦
　2．政府は中国人民保険公司を重視しており，政府の支持を得て公司の発展
の速度は著しく早かった。
　3．中国人民保険公司の発展の歴史は，何段階かに分げて説明することがで
きる。1949年から1959年の約10年間の保険料収入は当時の人民元で約16億元に
達した。
　4．1950年の時点で政府は法律を作って，県以下の合作杜・国営企業に対し
て企業財産保険への加入を義務づげた（強制保険の実施）。それと同時に，鉄
道や船舶および旅客についても強制保険を実施することを発表した。
　5I1950年代には，農村の保険事業も発展しつつあった。農業保険は，農作
物保険と養殖業保険を中心に発展した。
　6．1958年から1959年の時点で中国人民保険公司の組織は3，000以上にのぼ
り，保険に従事する職員の数は5万人に達した。
　7．　LかL，1959年に，国内の種々の事情のため，国内業務は全面的に停止
された。ただL，海外貿易上必要な国際保険取引業務は別で，これに限っては
例外的に艦続された。
　8．　この国内の業務停止は1980年まで約20年間続いた。現在の関係で見れぱ，
これは大変な損失であった。
　9．1979年に，保険事業の回復が始まったが，正式な回復は80年からであっ
た。
　10．1980年から今目までの7年問に保険事業は急速に発展しつつある。1980
年の保険料収入は総額2億9，600万元であったのに対して，昨年つまり1986年
は52億5千万元で，これは過去6年間に約17倍に増加したことを意味する。
　11．昨年（1986）の成長は特に著しく，1年聞でなんと58％もの成長を記録
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した。1980年から86年までの年平均成長率は41％であった。
　12．1980年の国内の組織の数は約50ヵ所であったカミ，今年（1987）はその数
が2，600カ所にまで増加している。
　13．職員も1980年の時点では500人しかいなかったのが，今は6万人になっ
ている。
　14．今は中国め各省，市，自治区の全てに保険公司の組織・機構ができてい
る。最近はチベットにも保険公司の組織・機構ができた。
　15．そのほかに，代理店が多数存在する。都市は言うに及ばず，農村など，
国内の至る所に公司の代理店がある。
　16．国内業務の主力商品としては企業財産保険と自動車保険が上げられる。
第三者賠償責任を含む自動車保険が国内の営業量の約半分を占めている。
　17．全国の16の省と市で自動車の強制保険を実施している。それは地方の法
律に基づく強制保険である。
　18．そのほかに，運送保険，船舶保険，家庭財産保険など色々な種類の保険
がある。今は国民の生活に必要な保険も普及しつつある。統計によると，全国
で5，000万の家庭が保険に加入Lている。
　19．他方，生命保険も毎年何倍という猛烈なスピードで急速に発展しつつあ
り，去年の統計では，全国での生命保険加入者数は6，000万人に達した。
　20．その保険の種類は，団体人身保険，簡易人身保険，養老保険というよう
に色々のものがある。
　21．保険の発展のスピードは確かに早いが，国の規模や中国の人口の多さか
らいえぱ，まだ十分に発展したとは言えない。とくに世界の先進国に比べれぱ，
まだ随分立遅れている。今はこの遅れを取戻すべく，目標に向かって鋭意努力
しているところである。
　22．近年，中国の国民も保険の役割を徐々に認識するようになってきてい
る。例えぱ，1981年に四川省で大洪水があったが，この時中国人民保険公司は
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保険金として7，000万元を支払った。
　23．また，1985年には，中国の東北の四つの省，すなわち，遼寧省，黒龍江
省，吉林省，山東省で台風と洪水による被害があり，人民保険公司は2億元の
保険金を支払った。
　24．今年，黒龍江省では大きな森林火災があり，人民保険公司は1億元を支
払った。これらの仕事を通じて，国民や各企業も保険公司の役割を段々と理解
し，保1険をかげることで生産を保証し，人民の生活を保証できるということを
つくづく感じとっている。
　25．そのほかに，今は交通に色々な問題があり，中国人民保険公司で自動車
保険に加入し，さらに第三老賠償責任保険にも加入していれぱ，万一の事故の
場合にも種々の保証が得られるということで，人民は保険公司の重要性を十分
認識するようになっている。
　26．中国は農村の面積が極めて広大であるが，今の保険事業は農村にまで発
展Lて，農業の発展と農村の経済改革に応じて色々の保険があり，保険の必要
性は農民にもよく認識されている。
　27．現在の経済改革によって人民の生活レベルが向上した結果，保険の普及
も段々と可能になったのである。
　28．昔の中国の封建杜会では皆が沢山の子供を生み，それで自分の老後の生
活の保証としていたが，今は皆保険に加入Lて自分の老後に備える必要を段々
と認識するようになっている。特に最近の中国は一人っ子政策を採っているた
め，皆子供が少ないので，保険によって自分の老後生活に備えるというのが一
般化しつつある。
　29．最近は，外国向げ業務の発展の速度も大変に早い。とくに最近は，対外
開放政策を採用して外国の資金を利用して種々な設備を充実させつつある結果，
これらに関連する保険も著しく発展している。
　30．外国で取扱われている保険商品のほとんどは，現在の中国でも取扱われ
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ている。例えぱ，石油開発関係の保険，原子力発電所の保険，人工衛星の保険
など，様々な種類のものが取扱われている。
　31．対外業務の発展に呼応した保険事業の進展は，貿易の促進と外国企業の
中国への投資環境の整備に役立った。
　32．現在・中国人民保険公司は世界の100以上の国の数千という数の保険会
杜との間で業務関係を結んでいる。なかでも臼本の各生損保会杜との関係はす
こぶる密接である。
　33・今日では・目本の生命保険会杜と損害保険会杜の多くが北京に駐在員事
務所を開設している。
　34．国際的な活動面では，中国はアジア・アフリカ保険連合の責任者であ
る。1985年にはアジア・アフリカの保険会議が北京で開催されたが，それは第
9回目の保険会議であった。
　35．中国はまた，アジア再保険会議の責任考でもある。アジアの再保険会議
が先週タイで開催され，中国もこれに代表団を派遣した。
　36．次に，中国の法律のことにつき二三紹介すると，1980年に中国の保険業
務が再開されたが・翌81年に，中国の経済契約法が制定を見た。この経済契約
法の中の一章は，保険契約法についての説明であった。
　37．経済契約法をより円滑に実施するために，国務院は1983年に財産保険契
約条例を発表した。今の時点では中副こ完全な保険法はまだない。今は懸命に
努力して自分達の保険法を作っている最中である。今は未だ条件が整っていな
いので，条例の形でいろいろのものを発表している。
　38．1985年には，保険企業管理条例を発表した。保険企業管理条例のなかで，
保険企業の設立の条件，資金量，業務の範囲など，色々な点が定められてい
る。
　39．現在の中国は，各種の経済改革に懸命に取組んでいるところである。政
治体制の改革もすでに始まっている。これらの改革の重点として，法律の効果
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を極めて重視している。
　40．各種の法律を整備することを通して，中国の保険事業も順調に進むに違
いないと信じている。
　41．鈴木先生は法律の専門家ゆえ，今後もお互いによく交流しあって，日本
の進んだ所を大いに学びたいと思う。
　大変長い紹介になってしまったが，以上が叶先生（中国人民保険公司保険研
究所副所長）の中国の保険事情についてのお話であった。中国の保険事情につ
いては，先に刊行した拙著『訪中日誌』（昭和61．10．19。成文堂・非売品）の
中でもいささか紹介しているが，叶先生の上のお話はそれとは違う意味で，参
考になるものを多く含んでいた。例えぱ86年の保険料収入は総額が52億5千万
元で80年のそれ（2億9，600万元）の約17倍に達するとか，80年から86年まで
の年平均成長率が41％という驚異的なものであったとか，80年には僅か500人
しかいなかった保険公司の職員数が87年には6万人に急増しているとか，公司
の組織の数も80年の50カ所が現在では2，600カ所に増えているなど，どれも先
の『訪中日誌』で紹介したものよりも大きく，今回初めて紹介できたものが多
かった。その意味で，叶先生のお話は極めて有益だったと言える。
VI
　叶先生のお話の後，中国の保険事情について，かなりの時間をかげて質疑応
答が行われた。そこで以下では，この質疑を通じて明らかになった中国の保険
事情につき，その要点を紹介しておきたい。
　1．中国では長い問，中国人民保険公司（P．I．C．C．＝The　People’s　Insu－
　rance　Company　Of　Chinaの略称。以下単に保険公司と呼ぶ）が中国唯一
の，かつ国営の保険会杜であったが，つい最近，新彊ウイグル自治区において
r新彊農業保険会杜」という保険組織が新設された。同杜の設立は，1985年に
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発表されたr保険企業管理条例」に基づくもので，3，000万元の資金で設立を
見た。同杜は，中国人民保険公司とは関係のない独立の保険会杜で，営業範囲
は狭く，新彊ウイグル自治区内の農業地区にかぎって営業する地方的保険会杜
と考えて欲しいとのこと。中国人民保険公司はこの新会杜に職員を派遣して技
術的指導を行っているが，同地区の農業関係の保険業務はすべて同杜の取扱い
に委ねられており，その点では保険公司との聞での業務の重複はないとのこ
と。なお，農業関係以外の保険については，保険公司が一手に引受けている由
であった。この種の保険会杜の設立を今後も認める方向にあるか否かの点をお
尋ねしたところ，現在はまだ同杜の成行きを見ているところで，このような保
険会杜の数を増やして相互に競争させるのが良いのか否かについては，目下論
争中であるとの答えが返ってきた。いずれにしても，中国に国営の人民保険公
司以外の険保組織が存在することを知り，いささか驚いた次第であ孔
　2．次に，人民保険公司の収入保険料全体に占める生・損保の割合をお尋ね
したところ，昨年（1986）の統計では，生命保険関係が全体の3分の1弱，損
害保険関係が3分の2強とのお答えであった。都市と農村では都市の比重が犬
きいが，農村経済の発展にしたがって農村での家庭財産保険の普及は著しく，
農村での業務量全体の3分の2を同保険が占めているとのことであった。
　3．1959年から1979年までの20年という大変長い期間，中国では国内の保険
業務の一切が中断されていた訳であるが，この聞の危険負担は一体どのように
処理されていたのかをお尋ねしたところ，この問は当然のことながら，全てが
国の負担とされていた由である。このことは国にとっては大変な損害であった
が，当蒔の人の中には，全ての財産が国のものである以上，発生した損害につ
いても国が面倒をみるのは当然だとの考え方があり，また，保険は単に右のポ
ケットのものを左のポケットヘ移し変えるにすぎず，全くの無駄であるとの考
え方もあり，このような考え方が大勢を占めた結果あのような無謀な20年のブ
ランクが生じたとのご説明であった。この点の説明は，私が先のr訪中日誌』
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で紹介したところと異ならない。
　4．次に話は自動車事故から自動車保険の話となった。叶先生のお話では，
先月（1987年6月）一月間の北京市での自動車事故による死老の数は30人であ
った由。中国全体での車の保有台数は約700万台で，うち約360万台が乗用車
の由。年問の死考数は8，000人から1万人の問という。負傷考は十数万人で，
大体死考の10倍程度ということであった。この点を我が国の場合と比べてみる
と，保＝有台数が我が国の7分の1位であるのに，死者数は我が副こ近い8千な
いし1万というのであるから，死老の発生割合は我が国の7倍近いといえる。
他方，負傷者が十数万というのは我が国の70万人前後という数字と比べ遥かに
少ない。死者と負傷者との間のこの極端な数の違いはにわかに信じがたい気も
するが，以上が叶先生のご説明であるので，一応そのままお伝えしておく。
　5．次いでいよいよ自動車保険をめぐる話になった。そこでの話の要点を紹
介すると次の通りである。（イ）中国では最近車が増える一方で，交通問題が大
きな問題になりつつある。具体的には，これ以上車が増えたのでは渋滞のため
交通が麻癖してしまうのではないかという心配であり，いま一つは交通事故の
急増である。（口）現在のところ，対人賠償責任保険を含む自動車保険を強制化
しているのは16の省と市にすぎず，北京市もオートバイの保険は強制だが，一
般の自動車の保険は強制ではないという。ω　北京市はまだ自動車保険を強
制化Lていないが，強制化は聞もなく行われようとのことであった。⇔　対人
賠償保険の場合は，英国と同様，保険金額に限度がない，いわゆる青天井方式
とのこと。また，強制保険を実施しているところでは，対人のみならず，対物
も強制保険の対象とのことであった。㈱　例えぱ，歩行考が車にはねられて死
亡した場合，加害考の有責・無責は，裁判所ではなく，r交通管理部」の審判
で決定されるとのこと。この場合，車の運転者の責任はあくまで遇失責任主義
で，また，披害者側に過失があれぽ厳しく過失相殺がなされる由。り　賠償額
は，基本的には，死考の月蚊を基礎に算定されるとのこと。（ト）引き逃げのた
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め加害考が判明しない場合には，政府の民政都が支払いにあたるが，その額は
ごく僅かだということであった。㈲　加害考であるドライバーに賠償するだげ
の資力がない場合の賠償はどうなるかをお尋ねしたところ，保険公司の保険に
入っていれぱ審判で決まった額がそのまま被害考に支払われるが，加害者であ
るドライバーが保険に入っていず，かつ賠償能力がない場合には，加害者から
賠償をとることは不可能とのこと。その場合遺族に対しては，死考が所属して
いた職場（中国でいうr単位」のこと）の福祉事業から救済金が出る由である
が，その額は保険公司からの支払額に比べ遥かに少額とのことであった。（リ）
中国の自動車保険は，他の先進国のそれに比べると，まだ極めて不完全なもの
であり，従ってこれから整備していく必要があるというのが叶先生の結論であ
つた。
VII
　会談終了後は，公司側のご招待で午餐を頂くという大変結構な段取りになっ
ており，このことは前日に北京空港で頂いた招待状の中にも明記されていたの
で，横山先生ともども遠慮なくご馳走に預かることとする。この辺の気配りの
よさもまさに中国式で，誠にそつがない。これも日本損害保険協会の塙善多副
会長に今回の会見の斡旋をお願いしたことの余慶と，改めて感謝した次第であ
る。
　中国側四名，日本側二名の計六名で，公司の車にて，北京市の東直門にある
「東興楼」というお店の二階の小部屋で，私どもだけの小宴が始童る。例によ
って双方が交互に簡単な挨拶を交してから乾杯。酒の種類は前夜の招待宴でも
出された四川省産の美酒r五糠液」である。双方とも長時間の会談に疲れ，空
腹も加わって酔いの回りが早い。見事な前菜に引続き数々の料理が運ぱれる。
どの料理も美味しいが，なかでもフカヒレのスープ，そして料理の最後に出て
きた本物のペキンダックは絶品であった。後は，あの楊貴妃がことのほか好ん
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だと言われるrレイチー」がふんだんに出て，皆喚声とともに平らげる。誠に
r苦あれぱ楽あり」の諺どおりの，素敵な昼食であった。
VIII
　東輿楼での中国人民公司主催の素敵な招宴に大満足した後，横山先生と私は
公司の車で北京動物園の前まで送って頂き，そこから満員の小型乗合バスに揺
られて顕和園（いわえん）へ行く。頭和園というのは，北京の西北15キロにあ
って，総面積は290ヘクタール，その四分の三を「昆明湖」という名の巨大な
人造湖が占めている大庭園である。もともとは，金，元，明三王朝の宮殿であ
ったが，18世紀半ぱに清朝の第6代・乾隆帝が大規模な工事で造園したものと
いう。その約1世紀後の1860年に英仏連合軍の侵略（第2次アヘン戦争）によ
り焼失Lた建物を再建したのがかの有名な西太后で，その時以来現在の名称
r頭和園」に改名された由。以上の次第で，現在の顕和園はむしろ西太后の夏
の離宮として有名である。園内には，西太后が建てたという極彩色の建物が続
き，その中に各国からの珍しい献上品が多数陳列されているのを見る。しかし・
頭和園の中心はなんといっても巨大な人造の昆明湖と，湖畔にそって伸びる長
い長い回廊で，その728メートルという長い回廊全体に花鳥山水が色彩豊かに
描かれている様は，曾遊の地であるスイスのルツェルン湖にかかるカペル橋を
ほうふつとさせるが，回廊の長さはカペル橋を遥かに凌ぎ，昆明湖を渡ってく
るそよ風が灼熱の肌に心地よく，沢山の中国人が思い思いの格好で涼をとって
いる。今日が水曜日だということを忘れさせるほどの人波である。暑さを避げ
るためと座興を兼ねて，昆明湖を対岸まで運んでくれる20～30人乗りの遊覧船
に，横山先生と二人だげで乗る。広々とした湖上から眺める周辺の風景はいか
にも中国らしい壮大なもの。なかでも昆明湖に対時する万寿山に建つ三層四重
の中国式寺院・仏香閣や，湖岡半を取りまく緑したたる柳の風情に魅せられなが
ら，船はゆったりと湖上を滑る。対岸に近づいてみると，暑さにたまりかねた
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か，大人・子供入り混じってかなりの人が昆明湖での水浴びを楽しんでいる。
そういえぱこの日の暑さは，まさに水泳に適するものであった。
IX
　約1年ぶりに見る北京は，前回と比べすべてが一層活気に溢れ，人々の服装
も前回に比べ遥かにカラフルである。これは，前回の訪問が冬だったのに対し
て，今回のそれが盛夏であったという時期的な違いが犬きく左右していること
は否定できないが，それにしても警察官などの公務員を除き人民服をほとんど
見ることがなかったのは，極めて印象的なことであった。人々の顔付や態度も
一段と落着いた，自信のあるものに見受けられたほか，北京市内の建築ラヅシ
ュは前回見た以上の激しさで，市内至る所に建築用のリフトが林立している様
は壮観という感じであった。種々な間題を抱えながらも，中国指導部が目指し
ている経済の自由化政策が着実に成果をあげつつあり，そのことが人々の態度
や表情に安らぎと自信を与えているように私には見受げられた。
X
　訪中三日目〔フ月9日（木）〕
　今日は，本年（1987）5月23日に落成・開業したぱかりの「北京ゴルフクラ
ブ」の見学と，同コースでのプレーの日である。開業して間のない同ゴルフク
ラブは，北京郊外の順義県潮白河河畔の共青林場に建設され，敷地面積は200
万平方メートル，18ホール，バー72，コースの全長は7，046ヤードで，目下のと
ころ中国最大の国際的ゴルフ場である。
　早朝6時に起床L，朝食をホテル1階の食堂にてバイキソグ・スタイルでと
る。加藤団長，野村秘書長をふくむゴルフ場参観・プレー組計8名は迎えのバ
スに乗り，9時30分スタートの予定でホテルを出発する。小生も日本から持参
の古いゴル7・シューズを持ってバスに乗る。ところが長い遣程を経て着いた
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ところは北京の西北50キ剛こある明の十三陵に近い「北京国際ゴルフクラブ」
で，われわれが予約Lプレーを楽しみにしていた新ゴルフ場である「北京ゴル
フクラブ」とは別物であることが判明する。つまり，北京には現在二つのゴル
ブ場があり，古い方はその名称にr国際」が入っているのに対して，新しい出
来たての方は「国際」の二文字がない単なるr北京ゴルフクラブ」であるとい
う訳である。
　「北京国際」の方もなかなかに立派なゴルフ場で，しかも支配人のご好意で
こちらでプレーしても宜しいということであったが，参加者全員の意見はせっ
かく新ゴルフ場でのプレーを楽しみに来たのであるから，たとえスタートが少
し遅れても，できれぼ開業したぱかりの新ゴルフ場を訪間し，かつそこでプレ
ーしたいということになり，全員が再びバスに乗り込んで新ゴルフ場を目指
す。ところが，新ゴルフ場の所在地である順義県というのは北京の東北の郊外
に位置しており，十三陵からは相当な距離で，途中道を尋ね尋ねしながら行
く。
　11時30分頃，ようやく待望のゴルフ場に着く。早速にプレー開始。私は，加
藤先生と弁護士の長谷川さんとともに第1組としてプレーする。久し振りのプ
レーということもあり，最初のハーフから大叩きする。ハーフを終わったとこ
ろで食事。その後は，夜に予定されている訪中団主催の答礼宴に間に合わなく
なる恐れが出てきたため，9ホール中6ホールを終わったところでプレーを打
ち切ることとなるo
XI
　ホテルに帰るや大急ぎで着替えをし，直ちに西単にあるr四川飯店」での日
本側招待宴に臨む。今夜の席次は，恐れ多くも主賓の張友漁先生（中国第一の
法律家で，中国杜会科学院法学研究所顧問）のお隣である。例によって，先ず
招待者側を代表して団長の加藤先生が挨拶されて乾杯。続いて，被招待考側を
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代表して張先生が挨拶をされて乾杯。あとは和やかに，主として，中国の判例
や学説を調べるのにはどのような出版物を見れぱよいかなど・一転して堅い話
が，美味しい四川料理の合問を縫って取り交わされる。
　宴が果てて後は，ほぽ全員が王府井大街に行き・私はr北京東風市場」にて
日本製のカラーフィルムと分厚い中国語のr法学辞典」を・また北京飯店のア
ーケードでウーロソ茶を少々買う。それにしても，今日は大変長い一日であっ
た。
XII
　訪中四日目〔7月10日（金）〕
　朝の8時に宿舎の長域飯店を出発し，8時45分r中国日本友好協会」事務所
に孫平化会長を表敬訪問する。孫平化氏は，新聞や雑誌などでお見かけすると
おりの，小柄で温顔な人ながら，内に秘めた情熱は人一倍とお見受けした。日
本留学の経験がおありとのことで，話される日本語も我々のそれと少しも変わ
らない。
　双方のメンバーの紹介が終わった後の会談の中身は，主として例のr光牽
寮」問題で，孫会長と加藤団長との問で率直た意見の交換が行われたが，全体
の空気は極めて友好的なものであった。それにしても孫会長の達者な日本語と
極めて率直な発言は印象的で，はからずも同氏の抜きんでた愛国心を垣問見る
形となった。
　別れに際し孫会長から私に，帰国されたら早稲田大学関係の諸先生に宜しく
お伝え下さいとの，親切なお言葉を頂いた。
XIII
　中国日本友好協会を辞去したその足で，中国杜会科学院の応接間に行き・今
度は中国外務省の条約局とアジア・アフリカ局の係官との間でr光華寮」問題
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をめぐる法律上の問題点について，学術討論を行う。中国側からは，王原立外
交部条約法律局長，王毅同アジア・アフリカ局日本処副処長ほかの方々が出席
された。そして先ず中国側から，光華寮商題についての中国側の見解が詳細に
紹介され，その後日本側を代表して加藤先生から，日本側というよりも，加藤
先生ご自身のこの間題についての意見の表明があった。いずれにしても，この
光華寮問題についての中国側の敢組み方の真剣さと調査の周到さは深く印象に
残るものであった。
XIV
　約2時間におよぶ中国外務省との学術討論を終えて表に出ると，中国では珍
しい雨である。12時にいったん長城飯店にもどってから，全員が再び貸切りバ
スに乗り，北京空港を目指す。次の目的地である新彊ウイグル自治区の区都・
ウルムチに飛ぶためである（本稿冒頭の地図参照）。
　朝から二つの会議をこなした故か，北京空港内食堂での昼食を大変美味しく
頂く。学術討論での緊張の疲れからカ㍉出された少量のブドー酒と缶ビールに
気持ち良く酔う。短かった北京滞在ではあったが，雨に濡れる天安門も見られ
たし，前回行けなかった瞑和園にも行けたし，なによりも中国人民保険公司と
の会見が成功裡に終わったことを感謝しつつ，懐かしの北京を後にした。
　午後2時35分中国民航9102便に乗り，一路新彊ウイグル自治区の区都ウルム
チ市を目指して飛ぶ。中国民航の機内では，お土産として日本のものより遥か
に犬振りの扇子が，乗客全員にくぱられる。扇面には，r新彊ウイグル自治区
へようこそ！」という意味の漢字と，水墨画風の絵が描かれてい私
　6時30分（現地時間4時30分）に無事ウルムチ空港に着く。空港には，中国
国際旅行杜ウルムチ分杜の陳斉さん（女性）が出迎えて下さり，早速貸切りバ
スでウルムチ市内をぬげて，ウルムチ滞在中の宿舎r新彊友誼賓館」に向か
㌔途中バスの中で，案内の陳斉さんが達者な日本語で，新彊ウイグル自治区
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とウルムチ市のことにつき説明して下さる。それによると，新彊ウイグル自治
区は中国の最西北に位置し，総面積は178万平方キロメートルで中国全土の6
分のユを占める広大なもので，日本の4倍以上もある由。人口は約1，200万人で，
40あまりの少数民族が住み，漢民族以外の少数民族が人口の6割を占めるとの
こと。国境線は5，000キロの長きにわたり，うち3，000キロが中ソ国境とのこ
とであった。
　同自治区は，周囲を多くの高い岬こ囲まれており，南には東西2，500キ剛こ
わたって連たる寛嵩山脈が，真中には天山山脈が，また北にはアルタイ山脈が
連なる。年間の降雨量が600ミリという山地もあれぱ，10ミリしか降らない盆
地もあ飢1月の厳寒期には北でマイナス20度，南のタリム盆地でマイナス10
度にまで気温が下がる由。反対に夏は一般に暑く，特に近くに西遊言己で名高い
火熔山を擁するトルファンの7月の平均気温は33度，最高は48度にもなると聞
いて恐怖する。なぜなら，そのトルファソこそ次の訪問地だからである。
　以上のように新彊ウイグル自治区は，冬寒く夏暑く，そのうえ降雨量が極端
に少ないという苛酷な自然条件にあるにも拘らず，天山山脈の雪溶け水を有効
に利用することと，長い日照時問，さらには昼と夜との極端な温度差のお陰で，
新鮮な多くの農作物に恵まれている。小麦，米，トー壬ロコシ，コーリャン，
綿花，葉タバコ，ブドー，アソズ，西瓜，うり，などである。なかでも，ハミ
ウリ（口合密うり）と種なしの白ぶどうは，その美味ゆえに，新彊ウイグル自治
区を代表する特産品として有名である。
XV
　中国最大の自治区である新彊ウイグル自治区の区都ウルムチ市は，同自治区
の政治，経済，文化の中心であり，rウルムチ」とはウイグル語でr美しい牧
場」を意味する。天山山脈の北の山麓に位置し，天山北路の要衝として栄えて
きたところ。現在は，上海を起点に，南京・西安・蘭州・酒泉・柳園・口合密・
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トルファソ・ウルムチと4，078キロをひた走るrシルクロード特急」の西の終
点としても有名である。人口は110万人。その70％が少数民族で，ウイグル族
（12万人）を中心に，回族（11万人），カザフ族（3．5万人），蒙古族など13の
種族が住む。1949年の解放以前は，道もデコポコで電灯も暗く，誠にみすぽら
しい都市であったが，解放後は面目を一新した由。事実，バスの窓から見るウ
ルムチ市内は，舗装された大通りが縦横に走り，天山からの清流に育てられた
ポプラ並木の美しい近代都市である。建ちならぶ建物も，数階建ての立派なビ
ル群で，ここが中国最西端の辺境の都市であることをしばし忘れさせる。今日
の気温ば32度だという。暑いはずである。
　九蒔近くから食堂にて，大変豪華なご馳走に預かる。r伊翠大曲」という名
の白酒，つまり焼酎。トルファソ産の甘味の強いブドー酒，ビールなど飲物も
豊富に出る。ビールはウルムチ産とのことであったが，大変美味である。食卓
には例のrシシカバブ」も出る。つまり羊肉の串焼であるが，目本の蹄島に比
べ遥かに太くて長い鉄串に，思ったよりも少量の羊肉が多くの香辛料をまぶし
て焼かれており，我々にも食べ易い。そのほかに，小海老とピーマン，rいか」
と蜜柑とレイチー，ナマコとセロリとシャンピニオン，「さやいんげん」と鶏
肉などなど，本当に盛り沢山の，よく考えたとり合わせの，いずれも我々の口
に合う料理が次々に運ぱれてく机日本の「うどん」と寸分かわらぬものや，
饅頭のほか，西瓜も出る。その出てくるタイミソグの良さ。気配りの艮さ。実
に快適である。海から遠いウルムチの地理的な位置からして，このように海産
物が沢山に出るのは豪牽な食卓の証拠とか。多分その通りと思う。
　夜，部屋の窓を閉めて休んだところ暑くて眠れず，やむなくカーテソを開き，
窓ガラスを全開にして休む。窓の外は一面の野原で，周囲にはポプラが林立し
ている。見たところ，いかにも虫がいそうな感じであるが，残念ながら窓に網
戸はない。煙々たる月が中天にいて，一人室内を明るく照らすのみ。不思議な
ことに，虫の声はまったくなし。窓を開放っているので，時が移るにつれて冷
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気まさり，寝心地よレ夜中時々目覚めては少しずつ右方に移動している月を
見る。予想に反して虫，とくに恐れた蚊の襲来の皆無なのが信じ難い心地。こ
れは多分，昼間の高温に対して，夜の冷込みが厳しいためと解釈する。
XVI
　訪中五日目〔7月11目（土）〕
　午前10時から，新彊友誼賓館内の応接室で，新彊杜会科学院哲学法律研究所
および民族研究所ならびに新彊政法管理幹部学院との学術交流座談会を行う。
主として少数民族の現状と法制を中心に話は進行す飢
　以下に座談会での発言の要旨を，私の極めて不完全なメモにより，箇条書の
形式で紹介しよう。
　1．新彊杜会科学院は1980年に成立した。その前身は「民族研究所」で，こ
れは1955年に発足している由。
　2．新彊杜会科学院には，以下の七つの研究所がある。（イ）宗教研究所，（口）
歴史研究所，㈹　経済研究所，⇔　少数民族研究所，㈱　言語研究所，り　哲
学・法学研究所，（ト）中央アジア研究所，がそれである。
　3．所員は現在200名おり，研究の重点は，少数民族間題，少数民族の言
語・宗教などである。
　4　新彊ウイグル自治区に住む13の少数民族の出身考全員が200名の所員の
中におり，その占める割合は全体の40％に達する由。
　5．新彊ウイグル自治区に住む13の少数民族は，ウイグル族，回族，ハザク
族，ウズベク族，モソゴル族，満族，タタール族などである。
　6．　ウイグル，ハザク，モソゴル，シハクの諸族は独自の言葉と文字を持っ
ているが，他の種族（例：タジク族，ウズベク族，タタール族）は，言葉はあ
るが文字を持たず，よってこれらの種族はウイグル語を使用しているとのこと
であつた。
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　7．新彊ウイグル自治区の共通語は中国語とウイグル語で，少数民族の多く
もこれらの両語を使用しているとのこと。
　8．　ウイグル語は広く普及しており，ハザク族，モンゴル族などもこれを用
いている。
　9．満族は自分たちの文字を忘却してしまっているのに，シハク族がこれを
受継いでおり，従って，誠におかしなことなカミら，いま満族の文字の研究に従
事しているのはシハク族の者である。
　10．ウイグル族など少数民族の8割は漢民族の言語・文字を理解できる。L
かし，漢民族で新彊ウイグル自治区の下部の県に勤める公務員や労働考は，少
数民族の言葉であるウイグル語は聞いて理解できても，文字を書くことはでき
ない。
　11．二つ以上の言語ができる者は少数民族に多い。例えぱ，自分の民族の言
葉のほかに漢民族の言葉を使える例は少なくないという。
　12．新彊の少数民族中もっとも言葉に巧みなのはシハク族で，自分の言葉の
ほかに，漢，満，ハザク，露の5つの言語をこたす考がけっこういるとのこ
と。
　13．一つの種族はいくつかの言葉が理解できるので，少数民族相互間の感情
の交流，仕事の交流には便利とのこと。
　14．新彊ウイグル自治区の政策として，公務員は二つ以上の言葉ができるよ
うになるよう，一定の奨励策が採られているとのことであった。
　15．言語・文字の点では各民族は平等で，各民族は自分の言葉と文字を用い
る権利と自由を有する。
　16．中国の憲法は，少数民族は自分の文字と言葉を用いて訴訟できると規定
している。
　17．既にわれわれが実際に見たことであるが，ウルムチ市内の各企業や官公
庁などの看板はすべて，漢字とウイグル語の両語で表示することが義務づけら
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れており，かつ，実際にもよく守られている。
　18．新彊ウイグル自治区の総人口は1，200万人で，うち約550万人（全体の
約45％）がウイグル族とのこと。
　19．少数民族の婚姻について。
　　竹）かつては一夫多妻であったが，解放後は自由恋愛が基本という。
　　（口）かつては宗教が婚姻について絶対権をもっていたが，解放後は改めら
　　　れて，現在は法律婚である。よって，都市・農村を問わず・登記のみで
　　　婚姻は有効に成立する。たとえ宗教が介入Lても，見つかれぱ無効とな
　　　る。
　　ω　婚姻は，ほとんどが同じ種族同士で行われ，他種族問の婚姻である
　　　r通婚」（例：ウイグル＝ハザク，ウイグル＝回族，漢民族＝少数民族
　　　など）は少ないとのこと。
　　⇔通婚で生れた子は父の種族に属するが，子には成人後父母いずれの種
　　　族を選ぶかの選択権があるという。
　　㈱漢民族三少数民族間の婚姻は極めて希とのことであるが・このようた
　　　婚姻から生れた子は成人Lたのち所属の種族を選ぶ場合，多く母方の種
　　　族を選ぶとのこと。理由は，少数民族の方が何かと優遇されているため
　　　という（例えぱ，幹部への登用，就職，入学，進学一具体的には，漢
　　　民族なら400点でも不合格たのに，少数民族の場合は200点でも合格とい
　　　う例もあるとか）o
　　り　ウイグル族は，離婚率・再婚率の高いのが特徴という。7～8回も離
　　　婚・再婚Lた豪の者も結構いるとのこと。今は行われていないが・昔は
　　　夫が妻に向かって，r行け，行け，行け』と三度言えぱ・妻は家を去ら
　　　ざるを得なかったという。ただし，今はこのようなことは行われていな
　　　い由。
　20．計画出産について。
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　　け）少数民族については，計画出産の適用もあまり厳しくない由。
　　㈲　計画出産ヒついては，1950年以降幾多の粁余曲折があり，ようやく
　　　1970年代の末から人口管理が厳しくなった。
　　㈹　漢民族については，都市と近郊では一子を原則とし，農村では二子ま
　　　で認めるという，極めて厳しい措置が採られている。
　　⇔　少数民族は総人口比6％（約6，000万人）にすぎたいということから，
　　　計画出産もあ童り厳しくは強制されていないという。
　　㈱計画出産についての少数民族の受止め方に，中央政府が心配Lている
　　　面があり，これが計画出産をあまり厳しく強制していない理由だとい
　　　う。
　　り　現在は，計画出産についての教育・宣伝の段磨で，強制の段階ではな
　　　いという。
　21．婚姻年齢は，全国的には男22歳，女20歳であるのに，少数民族について
は，男20歳，女18歳と早められている・
　22．少数民族の子供の数は，都市で4．5人，農村では5．5ないし6人。なか
には7人，8人，9人という子沢山の例も珍Lくはないとのこと。
23．保険について。
　　（イ）保険については，去年（1686年）から教育・宣伝を開始したぱかりと
　　　いう。
　　（口）現在，自動車保険と航空機保険は強制とのこと。
　　㈹　農民の保険，なかんずく養殖保険（家畜保険）が急遼に普及しつつあ
　　　るという。
　　⇔　家財保険と人身保険は始めたぱかりとのこ』
　　㈱　小・中学生の場合は学校単位で全校生徒が人身保険に加入し，また大
　　　人の場合は，工場の全員が人身保険に加入するという，集団加入方式を
　　　採っている由。
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り人身保険は，傷害，死亡，生長き，出産，胎児の死亡恋ど，人身にか
　かわる危険を幅広く担保しているようであった。
X▽II
　昼食後は，少数民族博物館を見てから，自由市場に行く。ウルムチ市の自由
市場は，問口が20～30メートル，奥行きが100メートル以上もあろうかという
広大なもので，周囲と屋根は鉄骨で組まれており，屋根はピニール様のもので
覆われている。その中央に多くの店が長々と並び，その両側を買物客が冷やか
しを含めそぞろ歩く。その熱気と色彩は人を圧倒するに十分である。原色豊か
な衣装を並べる店の隣は魚屋で，大きな川魚が白い腹を見せて居並び，さらに
その隣は青々とした葱やrほうれんそう」のような野菜，トマト，キュウリ，
果物などを売る八百屋，更に奥に進むと例の羊の串焼肉，つまりシシカバブを
焼く店が何軒も軒を連ねていて，ここがウイグル族を中心とした少数民族の宝
庫であることを思い知る。聞けぱこれらの種々雑多な多くの屋台店は，皆ウイ
グル族など少数民族の経営する個人商店とのこと。これだげ多くの店があれぱ，
少数民族の人々の日々の必要はほぼここだげで賄えるように思われた。中央の
屋台のほか，テントの裾にあたる部分にもコンクリート造りの多くの店が建ち
並び，薬草のような漢方薬を商う店や，色々な香辛料を商う店などがひしめい
ているほか，シシカバブを売る店の近くでは，天井から吊るした肉塊に大きな
庖丁をふるって肉を切り分げているなど，目本の屋外ではあまりお目にかかれ
ない光景が展開Lて，われわれを驚かす。その雑踏と熱気に・改めて新彊ウイ
グル自治区にいることを実感させられる。
　自由市場を見学した後は，市内の新華書店に行き・皆で図書を漁孔私も中
国金融出版杜刊の『杜会主義保険学』を一冊と，北京の経済科学出版杜刊の
『簡明保険辞典』三冊を買う。双方とも値段は一冊2．20元で，当時の換算率一
元40円で計算すると，日本円では一冊が88円という安さであった。
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XVIII
　午後の8時に夕食をとった後，10時から団長の加藤先生と，損害保険代理店
経営者の植木さんと連立って，タクシーを45元で雇って，ウルムチ市のシソポ
ルであるr紅山」（Hong　Shiaη）見物に行く。はや夜の10時だというのに，日
本の夏の夕方6時頃の明るさに驚く。紅山の登り目で車を降り，入口で一人一
元を払ってから，石段328段を三人で数えながら登る。登りながら加藤先生の
健脚に驚く。聞げぱ，日本でも丸の内の事務所に通うのに，地下鉄を降りてか
らビルの3階まで欠かさず歩いて登られると聞き，健脚の秘密が氷解する。
　今日は，午前中たっぶりと勉強をした後，西域そのものの感じを与える自由
市場（バザール）を見学し，少数民族の生活実態にじかに触れることができた
のは，大収穫であった。その上，新華書店で二三私の専門関係の図書も購入で
き，さらに夜はウルムチ随一の名所といえる紅山（ホソシャン）にも登ったほ
か，美味しいハミウリにもありつくことができ，誠に充実した一日であった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（以下次号）
付記　今回の中国再訪にあたっては，当「早稲田商学研究基金」よりのご支援を頂い
　　た。ここに記して謝意の表明とLたい。
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